
　

日
常
の
家
庭
の
食
卓
、
あ
る
い
は
レ
ス
ト
ラ
ン
・

食
堂
等
の
外
食
、
お
総
菜
や
給
食
等
の
中
食
、
な
ど

私
た
ち
が
食
事
を
す
る
機
会
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
こ
う
し
た
食
事
の
場
面
で
口
に
す
る
料
理
・
食

品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
原
材
料
の
産
地
が
ど
こ
で
あ

る
か
、
気
に
留
め
ら
れ
た
こ
と
は
お
有
り
だ
ろ
う

か
？

　

山
形
県
農
林
水
産
部
で
は
、
平
成
十
年
度
に
県
内

の
食
品
に
関
す
る
生
産
か
ら
流
通
・
消
費
に
至
る
一

連
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
「
山
形
県
食
品
流
通

実
態
基
本
調
査
」
を
実
施
し
、
そ
の
報
告
書
が
去
る

三
月
に
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
私
ど
も
荘
銀
総
研
は

同
調
査
を
受
託
し
、
県
内
の
食
品
流
通
、
と
り
わ
け
、

野
菜
・
果
樹
に
関
す
る
動
向
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
た
。
本
稿
で
は
、
同
調
査
を
進
め
る

過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
柄
の
中
か

ら
、
県
産
の
農
産
物
に
着
目
し
、
そ
の
県
内
に
お
け

る
消
費
に
つ
い
て
論
及
し
た
い
。

　

同
調
査
で
、
山
形
県
内
で
消
費
さ
れ
る
野
菜
・
果

樹
の
う
ち
、
そ
の
何
割
が
山
形
県
産
で
あ
る
か
（
県

内
産
カ
バ
ー
率
）
を
推
計
し
た
も
の
が
下
記
の
図
表

で
あ
る
。

　

山
形
県
農
林
水
産
部
の
試
算
※
一

に
よ
れ
ば
、
平
成

八
年
度
に
お
け
る
県
内
の
野
菜
・
果
樹
の
総
需
要
量

は
約
二
十
九
万
六
千
ト
ン（
野
菜
約
二
十
一
万
ト
ン
、

果
樹
八
万
六
千
ト
ン
）、こ
れ
に
対
し
て
同
年
に
県
内

で
出
荷
さ
れ
た
野
菜
・
果
樹
の
総
量
※
二

は
約
二
十
六

万
七
千
ト
ン
（
野
菜
約
十
四
万
八
千
ト
ン
、
果
樹
約

十
一
万
九
千
ト
ン
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

総
量
で
比
較
し
た
場
合
、
山
形
県
内
の
野
菜
・
果

樹
の
需
要
量
（
消
費
量
）
と
出
荷
量
と
は
、
ほ
ぼ
拮

抗
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
山
形
県
民
が
ど

れ
だ
け
の
県
内
産
野
菜
・
果
実
を
食
べ
て
い
る
か
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、
野
菜
の
二
三
・
四
％
、
果
樹
の

三
六
・
八
％
、
合
計
で
二
七
・
三
％
と
い
う
こ
と
で
、
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県内産青果物の県内需要量に対するカバー率推計

推
定
県
内
産
カ
バ
ー
率
（
②
÷
①
）

計
（
②
＋
③
＋
④
＋
⑤
）

平成８年度県産出荷量（トン）
平
成
８
年
度
県
内
総
需
要
量

（
ト
ン
）
①

推
定
そ
の
他
等
不
明
分

（
ト
ン
）
⑤

推
定
加
工
用
消
費
量

（
ト
ン
）
④

推
定
県
外
消
費
量

（
ト
ン
）
③

推
定
県
内
消
費
量

（
ト
ン
）
②

品　目

23.4%147,7003,45016,68078,42949,141210,321野菜計

36.8%119,4005,4519,58672,6753１,68886,104果樹計

27.3%267,1008,90126,266151,10480,829296,425合　計
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つ
ま
り
、
お
お
ざ
っ
ぱ
に
言
っ
て
、「
野
菜
・
果
実
の

�
県
内
自
給
率
�
は
約
三
割
」
と
い
う
結
果
と
な
っ
て

い
る
。

　

季
節
的
な
出
荷
量
の
変
動
や
出
荷
さ
れ
る
作
物
の

種
類
に
よ
り
需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
た
め
、
不
足
分

を
県
外
か
ら
の
移
入
に
依
存
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ

な
い
し
、
全
国
的
な
広
域
流
通
が
発
達
し
た
現
代
に

お
い
て
は
、
こ
れ
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
。
そ
れ
に

し
て
も
、
こ
の
「
野
菜
・
果
実
の
�
県
内
自
給
率
�

は
約
三
割
」
と
い
う
水
準
を
ど
う
評
価
す
べ
き
か
？

　
「
農
業
県
・
山
形
、
果
樹
王
国
・
山
形
」
な
ど
と
言

わ
れ
る
割
に
は
、�
自
給
率
�
が
低
い
と
考
え
る
べ
き

か
、
そ
れ
と
も
、
広
域
流
通
が
進
展
し
て
い
る
現
在

の
状
況
を
鑑
み
れ
ば
、�
自
給
率
三
割
�
で
も
十
分
高

い
と
考
え
る
べ
き
か
？

　

比
較
で
き
る
他
県
（
特
に
、
東
北
地
方
の
各
県
）

の
資
料
や
過
去
と
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
な
資
料
が

な
い
た
め
、
感
覚
的
な
議
論
し
か
で
き
な
い
の
が
残

念
で
あ
る
が
、
同
調
査
を
通
じ
て
得
た
判
断
材
料
を

以
下
に
述
べ
た
い
。

①  
生
産
・
出
荷
側
の
意
向

　

現
在
、
県
内
の
農
業
協
同
組
合
数
は
二
十
六
農
協

と
な
っ
て
い
る
。
平
成
五
年
度
で
は
六
十
二
農
協
で

あ
っ
た
も
の
が
、
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
一
農
協
あ
た
り
の
取
扱
高
が
増
加
し
、
産
地
に

お
け
る
集
荷
体
制
が
大
型
化
し
て
い
る
。

　

大
型
化
し
た
農
協
と
し
て
は
、
販
売
価
格
を
維
持

す
る
た
め
に
も
相
応
の
規
模
の
卸
売
市
場
に
出
荷
す

る
傾
向
を
強
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
東
京
都
中

央
卸
売
市
場
等
の
県
外
の
大
型
市
場
に
対
す
る
出
荷

増
強
が
図
ら
れ
る
。
こ
の
結
果
、
県
内
卸
売
市
場
へ

の
出
荷
が
減
退
し
、
県
産
の
野
菜
・
果
樹
の
県
内
に

出
回
る
量
が
減
少
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
る
。

②  
流
通�
川
下
�側
、
消
費
者
側
か
ら
の
期
待

　

一
方
、
消
費
者
側
か
ら
の
ニ
ー
ズ
と
し
て
、
食
品

の
安
全
性
に
は
強
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
生

鮮
食
料
品
購
入
の
際
の
商
品
選
択
基
準
と
し
て
「
鮮

度
」「
価
格
」「
味
」
の
三
要
素
に
加
え
「
旬
の
も
の

で
あ
る
こ
と
」「
安
全
性
」「
健
康
に
良
い
こ
と
」
が

重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
て
、量
販
店
、

一
般
小
売
店
な
ど
の
販
売
の
現
場
で
は
、
地
場
産
生

鮮
野
菜
・
果
樹
の
取
り
扱
い
を
増
強
す
る
意
向
を
強

め
て
お
り
、
県
産
農
産
物
に
対
す
る
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
状
況
が
う
か
が
わ
れ
る
。

＊

　

生
産
・
出
荷
側
と
流
通
・
消
費
側
の
県
産
農
産
物

の
取
り
扱
い
に
関
す
る
立
場
・
意
向
の
違
い
の
上
に

成
り
立
っ
て
い
る
現
在
の
�
自
給
率
三
割
�
な
の
で

あ
る
。
素
朴
な
考
え
方
と
し
て
、
山
形
県
民
が
も
っ

と
県
産
の
農
産
物
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
本
稿
の
意
図
で
あ
る
。

　

消
費
者
に
お
け
る
食
品
に
対
す
る
安
全
・
安
心
・

健
康
指
向
の
高
ま
り
を
基
点
と
し
て
、
県
産
農
産
物

は
産
地
が
身
近
に
あ
る
こ
と
に
よ
る
信
頼
感
の
醸

成
、
消
費
者
と
生
産
者
と
が
�
顔
が
見
え
る
�
関
係

を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て
鮮
度
・
品
質
面
で
の
優
位
性

確
保
お
よ
び
生
産
と
消
費
の
双
方
向
の
情
報
の
や
り

取
り
に
可
能
性
が
見
出
せ
る
こ
と
な
ど
、
消
費
者
側

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
要
素
を
多
分
に

内
包
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
県
内
各
地
域

ご
と
の
独
自
の
食
文
化
、
食
品
の
季
節
性
な
ど
単
に

品
質
や
価
格
だ
け
で
は
な
い
地
域
の
生
活
風
土
と
密

接
に
結
び
つ
い
た
食
生
活
を
充
実
し
て
い
く
観
点
か

ら
も
県
産
農
産
物
の
位
置
づ
け
は
重
い
。

　

農
産
物
の
「
県
内
産
カ
バ
ー
率
」
の
水
準
を
ど
の

よ
う
に
評
価
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
分
か
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
、
県
産
農
産
物
を
県
内

に
対
し
て
十
分
に
供
給
し
て
い
く
体
制
、
県
内
消
費

者
が
容
易
に
県
産
農
産
物
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る

購
買
機
会
の
確
保
等
、
産
地
で
あ
る
こ
と
の
優
位
性

を
認
識
し
て
、
生
産
者
、
流
通
事
業
者
、
行
政
当
局

が
一
体
と
な
っ
て
の
取
り
組
み
の
構
築
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。
山
形
県
が
農
産
物
の
産
地
と
し
て
の
優

位
性
を
誇
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
全
国
を
視
野
に
入

れ
た
広
域
流
通
の
み
な
ら
ず
、
県
産
農
産
物
を
県
内

で
流
通
・
消
費
し
て
い
く
仕
組
み
が
整
備
さ
れ
て
し

か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

少
な
く
と
も
県
産
農
産
物
に
対
す
る
県
内
消
費

ニ
ー
ズ
に
は
強
い
も
の
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
現
状
の

「
県
内
産
カ
バ
ー
率
」を
引
き
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る

可
能
性
の
足
掛
か
り
は
眼
前
に
あ
る
と
考
え
て
差
し

支
え
な
い
。

（
荘
銀
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
・
熊
本　
　

均
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
一 
食
料
需
給
表
等
を
基
に
し
た
山
形
県
農
林
水
産
部
の

試
算
。
県
民
が
一
年
間
に
消
費
す
る
野
菜
・
果
樹
の

総
量
。

※
二

「
平
成
八
年
産
青
果
物
生
産
出
荷
統
計
」（
東
北
農
政

局
山
形
統
計
事
務
所
）
に
よ
る
。
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